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シンポジウム 「歴史のなかの教育と社会一比較教育社会史研究の来し方行く末」



























































































































































































































セ ッ ョン 「誡字と読吉」















































この時期の学生たちの読書活動は 一― 自 分たち
の本を共同で入手し、共同で読み合う、という意味
での 一―  《共同的営み》としての性格を色濃く
備えていた。ところが1970年代以降、学生たちの間




































のなかに 《個々人の識字能力 ⇒  読書実践》とい
う単純な連続的関係性を読み込むことはできないは
ずである。むしろ、多様で具体的な歴史現象を踏ま



































































































◇2001年 研 究会発足準備会 (2001年3月31日、京大会館)◇
『高等教育の変貌』『エリー ト教育』合評会 駒込武 (京都大学)、   研 究会発足に向けた打合会
村岡健次 (甲南大学)
◇2002年発足大会 (2002年3月23024日、同志社大学)◇
記念講演 望田幸男 (同志社大学)「比較資格社会論の問題水域J   第2分科会 ネーションとエ トノスの教育社会史
研究報告(1)沢山美果子(順正短期大学)「歴史のなかの女の身   (1)典 田純 (高松高専)「スコットランド・ナショナリズムと歴史
体一日本における性 ・生殖 ・身体の社会史のために一J        教育-19～20世紀転換期を中心に一」
研究報告(2)松塚俊三 (福岡大学)「民衆にとって公教育とは一   (2)渡 辺和行 (奈良女子大学)「近代フランスの歴史教育J
19世紀イギリスの公教育史と歴史学―J
第 3分科会 実 業世界の教育社会史
第 1分科会 身 体と医療の教育社会史               (1)広瀬信 (富山大学)「イギリスにおける技術者養成の歴史的展
(1)小野直子 (富山大学)「アメリカ合衆国における医療の専門職    開 J
化と医学教育改革J                      (2)森直人 (東京大学大学院)「鶴岡工業学校についてJ
(2)西尾達雄 (鳥取大学)「植民地朝鮮における身体教育J
◇2002年秋季例会 (2002年9月 23日、京都府立大学)◇
第 1分科会 身 体と医療の教育社会史―叢書刊行への報告検討   の報告検討会
△                               第3分科会 実 業世界の教育社会史―叢書刊行への報告検討会
第 2分科会 ネーションとエ トノスの教育社会史―叢書刊行ヘ
◇2003年春季大会 (2003年4月506日、同志社大学)◇
記念講演 村 岡健次 「教育と宗教―近代イギリス民衆教育史ヘ   セ ッション2~帝国と学校J
の一視角」                           (1)駒込 武 (京都大学)「「帝国と学校Jをめぐる座長からの問
セッション1「教師と教職の社会史」                題提起」
(1)松塚俊三 (福岡大学)「イギリスの労働者は何をどのように学   (2)大津留厚 (神戸大学)「ハプスブルグ帝国における教育と民族J
んだか、学校の中でも外でもなく―読書の社会史と教育史J    (3)並河葉子 (神戸市外国語大学)「女性を対象としたミッション・
(2)高木雅史 (福岡大学)「学校・家族の関係をめぐる一断面―戦    ス クールの役割」
後初期 「教育相談Jで 教師 ・親は何を相談したか―」       (4)橋本伸也 (広島大学)「報告へのコメントー ロシア帝国の場合
(3)槙原 茂 (島根大学)「Peasants into Frenchman再考」      と の比較を通じて一J
叢書 『比較教育社会史』編集打合 ・検討会
◇2003年秋季例会 (10月25日、同志社大学)◇
『身体と医療の教育社会史』合評会 三 成美保 (摂南大学)・   (2)青木利夫 (広島大学)「20世紀前半のメキシヨにおける農村学
田間泰子 (大阪産業大学)                     校と農村教師J
全体セッション 「教師と教職の社会史」              「教師と教職の社会史J部 会
(1)天野千恵子 (愛知県立大学)「アンシャン=レジーム期フラン   (1)石垣里枝 チ (フェリス女学院大学 ・院生)「アイルランドのヘッ
スの農村における初等学校教師J                  ジスクールについて」
◇2004年春季大会 (2004年3月27028日、同志社大学)◇
記念講演 辻 本雅史 (京都大学)「く教育のメディア史>の試み―   『 ネイションとナショナリズムの教育社会史』合評会 増 井二
日本近世の場合―J                        夫(上越教育大)0中谷猛 (立命館大)
全体セッション 「帝国と学校J                   「教師と教職の社会史J部会
(1)井野瀬久美恵 (甲南大学)「ミッション・スクールの顛末―ア   (1)塚本有紀 (奈良女子大学大学院)「ヴィクトリア時代後期にお
ベオクタ・グラマー ・スクールの子どもたち―」          け る女性教師J
12)典田 純 (高松工業高:専)「井野瀬報告へのコメントー人英帝   12)11時員貴子 (尚細大学)「191世紀イングランドにおける視学官
国史の視点から一」                       制度―クロス委員会報告書を手がかりに一J
(3)橋本伸也 (広島大学)「教育システムの帝国的構造―ロシア帝
国と中央アジア朝鮮人の事例に則して」             「 女子教育の比較社会史J部会
(4)駒込 武 (京都大学)「報告へのコメントー日本教育史の視点   香 川せつ子 (西九州大学)「「女子教育Jの比較社会史をめざし
からJ                             て一新しい部会の発足に当たって」
◇2004年秋季例会 (2004年10月16日、同志社大学)◇
橋本伸也 『エカテリーナの夢ソフィアの旅』合評会 畠 山禎   『 実業世界の教育社会史』合評会 渡辺和行 (奈良女 F大学)・
(名城大学非常勤)・ 阪本佳代                   菊池城司 (吉備国際大学)
◇2005年春季大会 (2005年3月 26027日、同志社大学)◇
セッション1「高等教育とジェンダー」              セッション2「識字と読書」
(1)小山静子 (京都大学)「女子高等教育論の地平―女子用高等教   (1)松 塚俊三 (福岡大学)「セッションヘの問題提起J
育機関としての短期大学の成立―J               (2)山之内克子 (神戸市外国語大学)「18-19世紀ウィーンにおけ
(2)堀内真由美 (大阪大学大学院)「イギリス女子教育の海外展開―     る読書文化J
19世紀末から大戦間期を中心に一J               (3)八鍬友広 (新潟大学)「近世日本における 『読むこと』『書く











































第 I部 身 体教育と身体の規律化
第 1章 食をめぐる身体の規律化の進展―近代 ドイツにおける
栄養学と食教育 (南直人)
第 2章 身体教育と国家 ・カ トリック・共和派―フランス第 1
共和政期に見る (亀高康弘)
第 3章 五月祭の くメリー ・イングランド)像―一九世紀英国
における祝祭の変容とフォークソング復興運動 (松井
良明)
第 4章 植民地支配と身体教育―朝鮮の場合 (西尾達雄)
第Ⅱ部 医の制度化による統合と排除
第 5章 医師の 「量Jと 「質Jをめぐる政治過程―近代日本に
おける医師の専門職化 (橋本鉱市)
第 6章 専門医制度の成立とオルタナティブ医療― ドイツのホ
メオパテ ィー医にとっての医師職業団体 と患者組織
(服部イ中)
第 7章 医 療の専門分化と産科学の台頭―アメリカ医学界にお
ける産科学の地位 (小野直子)
第Ⅲ部 医の世界とジェンダー






第11章 「 医の既存世界Jを越える 「女性個人の身体J論―ワ





第 I部 近現代 ドイツのネイションと教育
第 1章 田園都市運動におけるナショナリズムの変容―ドイツ・
ヘレラウの教育施設にみるナショナリズム (山名淳)
第 2章 ワイマル期の 「ネイションJとギムナジウムー ドイツ
語授業によせて (望田幸男)
第 3章 クライザウ 0グループとキリス ト教教育の復権 (封馬
達雄)


















第10章 英 雄とナショナル ・アイデンティティー第二共和政フ
ランスの歴史教育とナショナリズム (渡辺和行)
第11章 ブルクハル トの歴史教育活動とバーゼル大学 (森田猛)
望田幸男 ・広田照幸編 『実業世界の教育社会史』(2004年)
序章 「実業世界の教育社会史Jの可能性 (広円照幸)
第 I部 ビジネスエリー トの世界
第 1章 近 代企業エリー ト層と教育の機能について一_二〇世紀
初頭の日本0ドイツ・イギ リスニ国の比較の視点から
(中岡俊介)
第 2章 就 職委員会と実業界に向かった卒業生たち一二〇世紀
前半におけるケンブリッジ大学の変容 (福石賢一)
第 3章 マールベルク家の人びと一近代 ドイツにおける商科大
学の社会的機能について一 (早島瑛)




第 5章 一九世紀フランスのエンジニア養成と実業世界 (堀内
達夫)






















松塚俊三 ・安原義仁 『国家 ・共同体 ・教師の戦略―教師の比較
社会史』(2006年)










第 5章 教 師の多様性と国家による整序化―一九世紀末イング
ランドの基礎学校教師 (三時員貴子)
第 6章 国 家の官吏か専門職業人か―一九一七年プロイセン教
員試験規程の成立と中等教員像 (吉岡真佐樹)
第Ⅱ部 教 師の日常世界と心性














































序章 帝 国と 「文明の理想J―比較帝国史研究というアレーナ
で考える (駒込武)
第 I部 「王朝帝国Jにおける求心力と遠心力
第 1章 帝 国・ユダヤ ・教育経験―一九置紀ロシア帝国におけ
るユダヤ人教育の展開 (橋本伸也)
第 2章 多 民族帝国における多重言語能力の育成―モラヴィア
における民族言語の相互習得をめぐる論争より (京l・L
俊明)
第 3章 帝 国・共和国 ・帝国―ウィーンのチェコ系小学校コメ
ンスキー 0シューレの現代史 (大津留厚)
第Ⅱ部 帝国日本における学校の不在 ・偏在 ・遍在
第 4章 植民地近代社会における初等教育構造―朝鮮における




第 6章 現地人 ミッション・エリー トと教育の主体性―植民地
ナイジェリアの中等教育問題を例として (井野瀬久美
恵)





第 9章 「帝|]Jのリベラリズムー 「ミドゥル ・グラウンドJ
としての東京女千大学 (小檜山ルイ)
第10章 F満 洲Jツーリズムと学校 ・帝国空間 ・戦場―女 予高
等師範学校の 「大陸旅行 1記録を中心に (長志珠絵)
第 2 章
第 3 章
第 4 章
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